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騎西町社会福祉協議会 

この広報紙は、再生紙を使用しています。 
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社会福祉大会の報告・・・・・・・・・・２ 

赤い羽根募金活動・・・・・・・・・・・・３ 
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共学支援プログラム事業・・・・・・・４ 

社会福祉協力校実践報告・・・・・・５ 

　社会福祉協議会は、通称「社協」と呼ばれて 
おり、地域の人々が暮らしやすい「福祉のまち 
づくり」を目指して福祉活動を展開しています。 

Eメール  kisai-1@mb.jnc.ne.jp 
ホームページ　http://www.cnet-sb.ne.jp/kisai-1/

社会福祉法人　騎西町社会福祉協議会 
騎西町大字根古屋６３３-２（老人福祉センター内） 
TEL ０４８０（７３）２３４１  FAX ０４８０（７３）３５１６ 
 介護サービスセンター 
TEL・FAX０４８０（７３）６６２１（居宅介護支援事業所） 
TEL ０４８０（７０）２８１６（訪問介護事業所） 

３月３日３月３日、１８１８１名の方が集まり、名の方が集まり、 
大変盛り上がりました。大変盛り上がりました。 

３月３日、１８１名の方が集まり、 
大変盛り上がりました。 



（５）　ボランティア活動推進者 

（２）　活動協助者 
小　峰　貞　雄 

　
去
る
平
成
１６
年
１１
月
２０
日
、
騎
西
町

文
化
会
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
２
部
構
成

で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
「
健
康
で
心

ふ
れ
あ
う
幸
せ
な
社
会
の
実
現
」
を
目

指
し
て
、
社
会
福
祉
関
係
者
間
の
連
携

を
よ
り
一
層
密
に
す
る
と
い
っ
た
大
会

宣
言
を
決
議
し
、
第
１
部
で
は
社
会
福

祉
事
業
に
貢
献
の
あ
っ
た
個
人
の
方
３３

名
と
企
業
２
社
を
表
彰
し
ま
し
た
。
ま

た
第
２
部
で
は
、
様
々
な
福
祉
活
動
を

行
っ
て
い
る
町
内
の
小
・
中
・
高
校
の

児
童
や
生
徒
か
ら
、
心
温
ま
る
作
文
の

発
表
が
あ
り
会
場
は
大
き
な
感
動
に
包

ま
れ
ま
し
た
。 

　
社
協
で
は
、
今
後
も
福
祉
に
関
わ
る

活
動
を
さ
れ
る
方
々
に
対
し
て
、
様
々

な
援
助
を
行
い
な
が
ら
よ
り
良
い
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

▲福祉作文発表者 

　
本
大
会
は
長
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ

た
方
々
を
表
彰
し
、
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
共
に
、
社
会
福
祉

関
係
者
及
び
町
民
が
、
現
在
の
社
会
福
祉
事
業
の
直
面
す
る
問

題
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
す
る
も
の
で
す
。 

平成１６年度騎西町社会福祉大会顕彰者のみなさま 
（敬称略・順不同） 

福　祉　功　労　者 

（１）　行政区長 
 若　林　文　男（下崎下組） 正　能　英　雄（正能１区） 

大　熊　光　雄 

木　村　俊　子（騎西町手をつなぐ親の会） 

野　村　源太郎（騎西町遺族連合会） 

社　会　福　祉　協　議　会　活　動　協　助　者 

（１）　会費多額納付者 

福島政雄（サンシャインコーラス） 

池田悦子（絵手紙藤の会） 

内田安弘（ボランティアオアシス） 

馬　橋　史　江 

（２）　民生委員・児童委員 

内　田　美津枝 

（３）　社会福祉団体役員 

新　井　幸　雄（騎西町RC連合会） 

田　口　米　一（騎西町身体障害者福祉会） 

斉　藤　つ　ね（騎西町母子寡婦福祉会） 

（４）　模範介護者 

福　島　幸　子 

坂　本　正　子 

岩　崎　友　治 

青　木　且　子 

榎　本　キ　ン 

増田ちよ（騎西町赤十字奉仕団） 

川島ミネ（騎西町ボランティアひかり） 

鵜飼たゐ子（むつみ給食ボランティア） 

社会福祉協力校児童・生徒による作文発表者 

騎西小学校６年 

田ヶ谷小学校６年 

種足小学校６年 

鴻茎小学校６年 

高柳小学校６年 

騎西中学校３年 

騎西高等学校１年 

「みんなが幸せに」 

「未来へ届け　知恵と優しさ」 

「私にできること」 

「ひとりじゃないから」 

「わたしにもできるボランティア」 

「ボランティア活動を通して」 

「福祉を考える」 

宮永　歌音 

増田　　優 

藤岡　毬藻 

松村　翔太 

小林　未和 

野辺　美先 

土屋　大地 

社
会
福
祉
に
貢
献
の 

個
人
・
団
体
を
表
彰 

平
成
１６
年
度
町
社
会
福
祉
大
会 

 

清　水　い　ね 

吉　野　宏　子 

関　口　徳　一 

清　水　八　重 

川　島　博　子 

青　木　陽　子 

福　井　貴　世 

新　井　マ　キ 

新　井　甲　一 

斉　藤　篤　美 

小　坂　喜　治 

㈲ 堀内油店 

㈲ 若山運送加須クリーン 

困りごとや心配ごとの相談・助言を行っています　毎月第２金曜日午後１時３０分から午後３時まで 



赤い羽根共同募金　 
歳末たすけあい募金　 

　赤い羽根をシンボルとした赤い羽根共同募金は10月1日から全国一斉に繰り広
げられ町内の皆様からあたたかい募金が寄せられました。 
　「赤い羽根募金」は社協や県内の特別養護老人ホームなどの民間社会福祉施設
の事業費に、そして「歳末たすけあい募金」は、町内のひとり暮らし・ねたきり
高齢者などの歳末見舞・援護事業費として使われています。 
　ご協力ありがとうございました。 

運動 
期間 

募金 
総額 １０月１日～１２月３１日 

２,９８５,５７６円 
１,８７３,３５０円 

赤い羽根共同募金　２,９８５,５７６円 歳末たすけあい事業費　２,４９０,９９５円 

戸別募金 

街頭募金 
　 

職域募金 
 

学校募金 

 

法人募集 

歳末見舞金 

児童・生徒支援事業 

会食・配食サービス 

歳末児童映画会 

見舞品（防臭シーツ） 

２,６１８,６００円 

１９,１３６円 
　 

１１３,８０２円 
 

５４,０３８円 

 

１８０,０００円 

１,６１７,０００円 

３８９,６００円 

１１６,９７０円 

１８０,０００円 

１８７,４２５円 

町内各世帯より 

協力：民生委員及び騎西中学校 
 

 

 

 

町内各幼稚園・小・中学校、騎西高校より 

 

騎西町郵便局・（株）埼玉りそな銀行騎西支店

埼玉縣信用金庫騎西支店・さかえ保育園・

ほくさい農業協同組合騎西中央支店及び各支

店・加須地区消防組合騎西分署・騎西町役場

・社会福祉協議会窓口設置募金箱 

騎西町商工会・（株）リバーグリーン・（有）福田水

道工業・（有）関口美化工業・（有）乗附美建・（株）関

口建設・（有）杉田産業・（有）中島建設・板谷製作

所・（株）サトー第一騎西工場・昭和建設工業（有）

・松井建設・（有）蓮沼塗装工業所・（有）富士会館

・浜島建設（有）・（有）内田建設・（株）太陽・（有）いが

らし・辰奴観光社・（株）釜屋・村田電気工業（株）

・榎本工業（株） 

▲まるたけ騎西店にて ▲ドラッグてらしま騎西店にて 

社協ではリフト車の送迎を行っています 



～共学支援事業がはじまります～ 

すべての子どもが共に地域で学ぶための 

　　　　　　　　　　　支援プログラム事業 

すべての子どもが共に地域で学ぶための 

　　　　　　　　　　　支援プログラム事業 

すべての子どもが共に地域で学ぶための 

　　　　　　　　　　　支援プログラム事業 

すべての子どもが共に地域で学ぶための 

　　　　　　　　　　　支援プログラム事業 

～福祉教育研修会を実施しました～ 

　福祉教育・ボランティア学習推進員を中心として毎年開催している「福祉教育研修会」も６回目とな

りました。今回は埼玉県立騎西養護学校で開催させていただき、養護学校の藤崎先生に講話をお願いし

ました。騎西町と川里町の学校関係者約４０名の参加をいただき、障がいのある子どもたちへの理解を深

めました。障がいのあるなしにかかわらず、みんなが地域の中で必要とされ生き生きと生きていけるよ

うに、これからも福祉教育研修会を続けていきたいと思っています。 

　社協では１７年度から埼玉県社協の委託を受け「すべての子どもが共に地域で学ぶための支援プログラ

ム事業」を実施します。この事業は、盲・ろう・養護学校に在籍する児童生徒や小中学校の特殊学級に

在籍する児童生徒、また通常の学級に在籍する特別な支援が必要な児童生徒（学習障害・注意欠陥多動

性障害・高機能自閉症など）が教育的ニーズに応じて小中学校や養護学校に行って学習出来るように支

援する事業です。この事業を実施することによって、障がいのない子にとっては障がいのある子に対す

る差別や偏見といった心の障壁が取り除かれ、障がいのある子にとっては個々のニーズに応じた学習が

受けられ地域とのつながりが広がります。共学支援事業に先がけて、騎西養護学校の主催で２月２６日と

３月２日に「ボランティア育成研修会」が開催され、中学生から社会人まで幅広い参加がありました。

参加者の方が、障がいのあるお子さんがいるお母さんから「この子は他の家じゃ見られないからうちに

産まれてきたと思って育てているのよ」と聞いたという話がとても印象に残りました。これから地域で

何が出来るのか、みなさまと考えながらこの事業を進めていきたいと思いますので、ご協力よろしくお

願いします。 

ご意見・ご希望がありましたらメールでお寄せください 



▲騎西養護学校　夏祭りボランティア 

ソ
ー
ラ
ン
節 

▲
 

社
会
福
祉
協
力
校
実
践
報
告 

騎
西
町
立
騎
西
中
学
校 

一
　
は
じ
め
に 

　
本
校
の
福
祉
教
育
の
重
点
目
標

は
、
「
全
て
の
人
を
個
人
と
し
て

尊
重
し
、
思
い
や
り
の
心
を
持
っ

て
助
け
合
う
態
度
を
育
て
、
共
に

生
き
る
人
間
の
育
成
を
目
指
す
」

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
実
現
の
た
め

に
は
、
生
徒
同
士
が
協
力
し
て
活

動
し
た
り
、
校
内
・
校
外
を
問
わ

ず
、
体
験
す
る
機
会
を
提
供
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
特
に
、

生
徒
た
ち
が
学
校
外
に
出
て
、
様

々
な
人
た
ち
と
関
わ
る
中
で
学
ぶ

こ
と
は
少
な
く
な
い
。 

　
本
校
で
は
、
生
徒
会
・
専
門
委

員
会
が
福
祉
活
動
の
中
心
と
な
っ

て
福
祉
に
関
わ
る
情
報
を
発
信
し

た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中

心
と
な
っ
て
活
動
し
た
り
し
て
い

る
。 

　
今
回
は
、
生
徒
の
活
動
の
一
部

を
紹
介
す
る
。 

ニ
　
主
な
広
報
・
体
験
活
動 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
（
騎
西
養

　
護
学
校
、
そ
の
他
の
施
設
） 

・
友
情
の
絵
は
が
き
の
購
入 

・
書
き
損
じ
は
が
き
の
収
集 

・
緑
の
羽
根
・
赤
い
羽
根
募
金 

・
ユ
ニ
セ
フ
募
金 

・
ソ
ー
ラ
ン
節 

・
環
境
整
備
活
動 

①
騎
西
養
護
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

　
毎
年
、
夏
祭
り
と
文
化
祭
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
生
徒
が
参
加

し
て
い
る
。
今
年
度
は
、
夏
祭
り

・
文
化
祭
を
合
わ
せ
て
五
十
名
程

の
生
徒
が
、
祭
り
の
準
備
・
後
片

づ
け
に
参
加
し
、
有
志
で
、
ソ
ー

ラ
ン
節
を
披
露
し
た
。 

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験
し
て
》 

三
年
　
岡
安
知
美 

　
初
め
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
他
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
と
協
力
し
て

作
業
で
き
、
良
い
体
験
に
な
り
ま

し
た
。 

 

二
年
　
石
川
正
明 

　
教
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
、

教
え
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
皆
楽
し
い
表
情
を
し
て
い
て
、

僕
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

 
②
募
金
活
動 

　
募
金
活
動
は
、
緑
の
羽
根
募
金
、

赤
い
羽
根
募
金
、
ユ
ニ
セ
フ
募
金

に
毎
年
取
り
組
ん
で
い
る
。
赤
い

羽
根
街
頭
募
金
は
、
生
徒
が
地
域

に
出
向
い
て
、
民
生
委
員
の
方
々

と
共
に
活
動
す
る
貴
重
な
体
験
と

な
る
。
ま
た
、
今
年
度
は
、
赤
い

羽
根
募
金
の
一
環
と
し
て
新
潟
中

越
地
震
義
援
金
に
取
り
組
み
、
今

ま
で
に
な
い
募
金
を
集
め
る
こ
と

が
で
き
た
。 

　
本
校
で
は
、
各
委
員
会
が
月
単

位
の
強
化
月
間
を
設
定
し
て
い
る
。

二
月
の
集
会
で
は
、
奉
仕
委
員
会

が
全
校
生
徒
を
前
に
手
作
り
の
資

料
や
情
報
を
提
示
し
、
募
金
を
呼

び
か
け
た
。
昨
年
末
に
起
き
た
ス

マ
ト
ラ
沖
地
震
・
津
波
の
被
害
か

ら
の
復
興
に
少
し
で
も
役
立
て
れ

ば
と
「
皆
で
協
力
し
、
世
界
に
奉

仕
し
よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

ユ
ニ
セ
フ
の
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
・

津
波
緊
急
募
金
に
取
り
組
ん
だ
。 

《
一
年
間
の
活
動
を
通
し
て
》 

奉
仕
委
員
会
委
員
長
　
坂
本
一
樹 

　
僕
た
ち
は
、
募
金
活
動
を
中
心

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
新
潟
中
越

地
震
で
の
義
援
金
の
呼
び
か
け
で

は
、
た
く
さ
ん
の
募
金
が
集
ま
り

援
助
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
委
員
長
と
し
て
、
皆
を
ま

と
め
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。 

③
環
境
整
備
活
動 

　
通
常
は
、
整
美
委
員
会
が
中
心

に
活
動
し
て
い
る
。
今
年
度
は
、

委
員
会
の
生
徒
だ
け
で
な
く
、
呼

び
か
け
に
賛
同
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
生
徒
も
参
加
し
、
校
舎
周
り

に
パ
ン
ジ
ー
の
苗
を
植
え
た
。 

三
　
終
わ
り
に 

　
今
後
も
、
生
徒
会
・
専
門
委
員

会
を
中
心
と
し
た
福
祉
活
動
を
活

性
化
さ
せ
、
生
徒
が
福
祉
に
対
す

る
理
解
を
深
め
、
主
体
的
に
考
え

て
行
動
す
る
姿
勢
を
育
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

次回の社協だよりは９月発行予定です 



編
集 

後
記 

　
も
う
す
ぐ
四
月
で
す
が
、
現
在
の
日
本

全
国
で
急
激
に
超
少
子
高
齢
化
社
会
へ
と

向
か
っ
て
い
る
中
、
介
護
保
険
制
度
の
改

正
が
行
わ
れ
ま
す
。
急
激
な
利
用
者
の
増
加
や
財
源
不

足
な
ど
様
々
な
問
題
点
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一

事
業
者
と
し
て
も
注
意
深
く
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

　
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
は
介
護
保
険
事
業

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
手
を
取
り
合
い

な
が
ら
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
騎
西
町
社
会
福
祉
協
議
会
介
護
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と

し
て
一
緒
に
働
い
て
く
だ
さ
る
、
家
事
（
調

理
や
掃
除
な
ど
）
の
得
意
な
、
明
る
く
元

気
な
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 

・
雇
用
形
態
　
登
録 

・
時
　
　
給
　
１，
０
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〜 

・
勤
務
時
間
　
主
に
８
時
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分
〜
１７
時
３０

　
　
　
　
　
　
分
（
土
日
出
勤
有
り
）
の

　
　
　
　
　
　
間
で
働
け
る
方
（
シ
フ
ト

　
　
　
　
　
　
に
よ
る
） 

・
必
要
資
格
　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
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※
書
類
選
考
及
び
面
接
を
行
い
ま
す
。
詳

し
く
は
お
電
話
な
ど
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
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へ
ル
パ
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さ
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さ
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登
録
ヘ
ル
パ
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さ
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募
集
！

募
集
！ 

募
集
！

募
集
！ 

募
集
！ 

お
知
ら
せ 

お
知
ら
せ 

社会福祉協議会役員等の選任について 

10月8日の理事会及び評議員会 
において、選任されました。 
●任期は、残任期間（平成18年 
5月31日まで）となります。 

《評議員》 
　氏　　　名  選 出 区 分 
斉　藤　　　隆 区　長　会 
植　竹　正　美 議　　　会 

《理　事》 
役　職　名 　氏　　　名   選 出 区 分 
副　会　長 吉　田　和　雄 議　　　　会 
理　　　事 菊　地　光　夫 社会福祉団体 

福祉福祉（善意）（善意）の心をありがとうございましたの心をありがとうございました 福祉（善意）の心をありがとうございました 
　社協会費については多くの方々のご協力をい

ただきありがとうございました。 

　皆様方から寄せられた貴重な会費は、大切に

そして有効に社協事業に活用させていただきま

す。今後ともなお一層のご理解とご支援の程、

よろしくお願い申し上げます。 

　　　　区　　　　　分 金　　額    

一般会費（各世帯） 2,475,500円  500円 

特別会費（各種団体・篤志家等） 775,800円 1,000円 

賛助会費（会社・事業所等） 721,000円 5,000円 

　　合　　　　　　　　計 3,972,300円 

一口あたり 
の額（年額） 

　（平成１７年３月１４日現在） 

■平成16年度社協賛助会員一覧（平成16年9月22日以降） 

ラーメンとん太騎西店／（株）かぎや金物店／斉藤自動車／（株）ジャスト／フリージアマクロス（株）／日本化成（株）／ニッポン

ブレーキシュー（株）／（株）電硝エンジニアリング／富士パン粉工業（株）／（株）ヤマナカ／ブリヂストンサイクル（株）／（株）太陽／

（株）リバーグリーン／（株）福田水道工業／（有）関口美化工業／板谷製作所／（株）サトー第一騎西工場／（株）流通サービス

騎西物流センター 

（敬称略） （敬称略） 

募
集
用
件 

　
深
谷
市
に
あ
り
ま
す
社
会
福
祉
法
人
日
本

失
明
者
協
会
で
は
、
盲
人
福
祉
施
設
を
建
設

す
る
た
め
に
各
ご
家
庭
に
於
い
て
不
要
と
な

っ
た
パ
ソ
コ
ン
プ
リ
ン
タ
ー
の
使
用
済
み
イ

ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
集
め
て
お

り
ま
す
の
で
、
使
用
済
み
の
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ

ト
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
と

も
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
届
け
下
さ
い
。

３０
㎏
程
度
集
ま
り
ま
し
た
ら
同
会
に
連
絡
し

て
取
り
に
来
て
い
た
だ
き
ま
す
。
日
本
失
明

者
協
会
は
、
埼
玉
県
内
唯
一
の
施
設
で
あ
り

ま
す
養
護
盲
老
人
ホ
ー
ム
ひ
と
み
園
そ
の
他

を
経
営
し
て
い
る
法
人
で
す
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